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第二章 短寿命 C-O 軸性不斉エノラートを経る不斉環化の立体化学 
 著者の所属研究室では L-乳酸誘導体から生じる C-O軸性不斉エノラートを経る不斉反応を開


























式１ アミノ酸誘導体の不斉記憶型分子間 α-アリール化 




































































t1/2(racemization) = 1 h t1/2(racemization) ~ 100 h












































させることで、最大 97% eeで所望のフッ素化体が得た。本手法は α-アミノ酸誘導体のみならず、
既承認医薬品やジペプチド誘導体にも適用可能であった。
以上のように、申請者は不斉記憶型反応での未解決課題に独自の視点から解決法を提案、実
証した。本論文は有機合成化学に関する重要な知見を提供するものである。よって本論文は博
士（薬学）の学位論文として価値あるものと認める。さらに、平成２９年２月２４日、論文内
容とそれに関連した口頭試問を行った結果、合格と認めた。なお、本論文は、京都大学学位規
程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に際しては、当分の間当該論文の全文に代え
てその内容を要約したものとすることを認める。
要旨公表可能日：平成２９年６月２２日以降
